
 

 

２０２６年２月９日 

玉島信用金庫 

 

「ソーシャル企業認証制度（S 認証）」 

“世のため人のため”に取り組む企業が認証されました（2025 年 8 月分） 

 

  玉島信用金庫は、2024 年 4 月に連携協定を締結した一般社団法人ソーシャル企業認証機

構が評価・認証している「ソーシャル企業認証制度（S認証）」において、“世のため人のた

め”に取り組む企業の認証取得をサポートしております。 

 このたび、同機構において、当金庫取引先である 3 社が認証されたことをお知らせいた

します。認証を受けた企業は以下のとおりです。また、認証を取得した企業を訪問し、認

証状を授与いたしました。 

なお、認証企業数は、2025 年 9月末時点の累計で当金庫取引先では 26 社、機構全体では

1,500 社となりました。 

 

【認証企業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社フルサイト             三喜株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社浜田農産 

※敬称略・申請順 
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株式会社フルサイトは、鉄鋼業を営む傍ら飲食業（カフェ）も手掛けています。事業を

営む倉敷市玉島は、桃をはじめとするフルーツの産地であるにもかかわらず、地元産のフ

ルーツを専門に扱う飲食店が少ないことから、地元を盛り上げたいという思いから、異業

種からの参入ではありますが、2023 年 7 月に「倉敷フルーツヴィレッジ」をオープンしま

した。また、地元の農家や店舗を持たない小規模な事業者を応援したいという想いから、

生産者から直送のフルーツや野菜、お菓子やハンドメイド作品を販売できる産地直売所を

カフェに併設しました。 

 仕入先の農家より、傷が付いてしまい生食用としては販売できなくなったフルーツの活

用について相談を受け、ドライフルーツやジャムへ加工して商品化することで、フードロ

スの削減に努める事業も行っています。 

 岡山には、美味しくて新鮮なフルーツがたくさんあります。より美味しいものを提供し

たいという想いから、カフェで提供するパフェは、毎年リニューアルを行っています。今

後は、現在の BtoC の業態だけに留まらず、BtoB への展開も視野に入れています。 

 

 三喜株式会社は、社会福祉・介護事業を営んでいます。「子どもからお年寄りまで、自宅

で暮らせるように支援がしたい」という想いから、代表者を含め 3 人で在宅介護の支援か

ら事業を開始しました。利用者や地域の方々からの要望を受ける形で、徐々に事業領域を

拡大させており、現在ではグループホーム・有料老人ホーム・小規模多機能ホーム・訪問

介護ステーション・定期巡回・訪問理容・保育園・福祉介護相談所等、様々な事業を手掛

けています。 

介護事業者として様々な事業を展開する当社ですが、地域のことを考え、介護事業以外

の分野にも進出しています。買い物ができる商店が少ない倉敷市船穂町へ、地域の子ども

たちが集まる場を作りたいという職員の要望を受け「駄菓子屋 菓々子（かかし）」をオー

プン。また、地域の保育園が定員いっぱいで入園できず復職できないという従業員の声を

受け、「企業主導型保育園ぶどうのたね保育園」を開園いたしました。介護事業以外の非営

利な地域への貢献を行うため、「NPO 法人ぶどうの家わたぼうし」を設立しました。地域の

コミュニティスペースとして、古民家を改装した「土師邸」の運営も行っています。 

従業員を雇用し安定した経営を続けていくためには、事業によって利益をしっかりと出

すことが必要です。しかし、利益だけを追い求めることはしたくないと考えています。儲

けるためだけではなく、「地域の人々の暮らしを豊かにする」という想いを大切に、真っ当

な事業を続けていきたいです。 

 

 株式会社浜田農産は、農業を営んでおりれんこんの栽培を手掛けています。約 40年前の

創業時より、倉敷市連島町で地元のブランドである「連島れんこん」の生産を行っていま

す。ポンプと比較し、より地中深くまで栽培が可能となる昔ながらの鍬を使用した手堀り

の収穫方法を守り続けています。ポンプでの収穫は作業の効率化を図ることができますが、

地中深くで育ったれんこんは、より甘くもっちりとした食感に育つためです。より自然に

近い環境でれんこんを育てたいという想いから、添加物や農薬の使用は必要最低限に抑え

ています。 

 近年では、後継者がおらず農地を手放す農家が増えており、農地の管理を引き継ぐこと

で作付面積は徐々に拡大し、現在では東京ドーム 4.3 個分に相当する約 20ヘクタールの農

地を管理しており、耕作放棄地の発生を防ぐことに貢献しています。 

現在は、収穫したれんこんをそのまま原体で市場へ卸すのが中心となっていますが、今

後は加工食品としての販売や国外への輸出を視野に入れています。今後も、「連島れんこん」 
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というブランドを絶やさず、社員全員が一丸となって「連島れんこん」を育て続けていき

ます。 

 

今後、一般社団法人ソーシャル企業認証機構（https://besocial.jp※）および当金庫の

ホームページにおいて、認証企業各社をご紹介していく予定となっております。 

 

※リンク先の情報につきましては、ご利用者自身の責任の上でご利用ください。 

 

以  上 

 
本件に関するお問い合わせ先（ＴＥＬ ０８６－５２６－１３５５） 

ソリューション部   東 
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